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要旨 

衛星搭載センサーは電磁波が主に用いられており、所望とする物理量ではなく観測対象と電磁

波の相互作用によって生じた電磁波の強さを計測する。衛星観測データを使った利用研究を実施

する場合、電磁波の強さから物理量への変換されたプロダクトを使うことが一般的だが、結果の

解釈には観測対象に関する知識に加えて、放射や散乱に関する知識が必要となる場面に出くわす

ことがある。そのような場合、衛星シミュレーターの利用が有用である。衛星シミュレーターは

衛星搭載センサーの測定量を数値気象モデルなどの入力値をもとに再現できるように放射や散

乱に関する計算機能を整備したソフトウェア群を指し、日本では名古屋大学で開発する

Satellite Data Simulator Unit (SDSU)や JAXA が開発する Joint-Simulator (J-SIM)などがあ

る。これらの衛星シミュレーターは科学技術計算を目的として高い計算効率や精度を追求するた

め、Fortranや C言語などで実装されることが多い。Pythonなどの最新のプログラミング言語と

比べて Fortranや C言語は可読性や開発効率の面で劣る場合があり、教育現場や研究の初期段階

での利用においては障壁となりうる。そのため、近年は Python を活用した衛星シミュレーター

の開発や整備が進められている。Python は豊富な科学計算ライブラリや可視化ツールとの連携

が容易で、教育・研究の現場での利用に適している。Python ベースの衛星シミュレーターを整

備することで、より多くの学生や研究者が衛星観測データを用いた研究に取り組みやすくなり、

衛星観測データの理解や応用の促進が期待される。 

本発表では、SDSUや J-SIMの計算機能を Pythonから利用可能にするインターフェースと簡単

なチュートリアルを整備したので、その紹介をする。 


